
ボラードN=12本ボラードN=3本
 2@3.0m=6.0m

ボラードN=4本
 3@3.0m=9.0m 11@3.0m=33.0m

車道舗装 半たわみ性舗装(表面ブラスト処理,t=4cm) A=652.4m2 　 A=12.4m2
アスファルト舗装

平板ブロック(t=8cm)
　　 A=35.2m2

 歩道舗装(乗入部)

平板ブロック(t=6cm)
　　 A=25.1m2

 歩道舗装(一般部)

平板ブロック(t=8cm)
　　 A=21.4m2

 歩道舗装(乗入部)

平板ブロック(t=6cm)
　　 A=20.7m2

 歩道舗装(一般部)

歩道舗装(乗入部)　平板ブロック(t=8cm)　A=96.4m2
　　　　　　　A=90.00m2
歩道舗装(一般部) 平板ブロック(t=6cm)

地先境界ブロック(120×600×120,擬石イナダ色)  L=155.2m

ボラードN=1本

ボラードN=3本

ボラードN=6本
5@3.0m=15.0m

ボラードN=9本
8@3.0m=24.0m

ボラードN=1本

平板ブロック(t=6cm)
　　 A=49.7m2

 歩道舗装(一般部)

平板ブロック(t=8cm)
　　 A=16.7m2

 歩道舗装(乗入部)

平板ブロック(t=6cm)
　　 A=66.6m2

 歩道舗装(一般部)

3.00 5.00 5.00

ボラードN=1本 ボラードN=1本

      L=27.2m
円型側溝(150×150)

      L=22.7m
円型側溝(150×150)

L=9.8m
 3型 1型 L=17.0m

2型 L=0.6m
1型 L=22.7m

2型 L=0.6m
2型 L=112.2m L=5.7m

 4型
歩車道境界ブロック延長

点状ブロック(t=6cm) N=18.0個
線状ブロック(t=6cm) L=19.1m

(t=8cm) L=7.0m
 線状ブロック

(t=6cm) L=26.4m
　線状ブロック (t=8cm) L=7.0m

 線状ブロック

(t=6cm) L=8.6m
 線状ブロック

(t=8cm) L=9.0m
 線状ブロック

(t=6cm) L=9.0m
 線状ブロック

点状ブロック(t=8cm) N=16.0個
線状ブロック(t=8cm) L=41.7m

点状ブロック(t=6cm) N=10.0個
線状ブロック(t=6cm) L=36.7m誘導ブロック延長 誘導ブロック延長

(180×100×600 擬石イナダ色)
歩車道境界ブロック延長
(180×100×600 擬石イナダ色)

R5施工 L=178.8m
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1号街渠桝
N=1箇所

1号暗渠排水管
L=0.45m

1号街渠桝
N=1箇所

1号暗渠排水管
L=0.45m

2号暗渠排水管
L=3.9m

3型雨水マンホール
化粧蓋 N=1箇所

3型雨水マンホール
化粧蓋 N=1箇所

3型雨水マンホール
化粧蓋(T-25) N=1箇所

3型雨水マンホール
化粧蓋 N=1箇所

3型雨水マンホール
化粧蓋 N=1箇所

3型雨水マンホール
化粧蓋 N=1箇所

2型雨水マンホール
化粧蓋 N=1箇所

2型雨水マンホール
化粧蓋 N=1箇所

2型雨水マンホール
化粧蓋 N=1箇所

1型雨水マンホール
化粧蓋 N=1箇所

※3型雨水マンホール化粧蓋(T-25)1箇所以外の
　雨水マンホール化粧蓋は、全てT-2用とする
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点  名 X 座標 Y 座標 Z 座標

FT.1 -62570.991 -90696.375 4.265

FT.2 -62598.735 -90730.384 3.318

FT.3 -62638.897 -90762.117 2.497

FT.4 -62681.756 -90811.640 1.834
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図 面 番 号

図 面 名 称

縮 　 　 尺
製 図 年 月 日
写 図 年 月 日

S=1:500(A3 1:1000)

平面図
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※地盤高は測量線形における地盤高さを示す。

※追加距離は測量線形における区間追加距離を示す。

※単距離は測量線形における区間距離を示す。
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米子市都市整備部道路整備課
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図 面 番 号

図 面 名 称

縮 　 　 尺
製 図 年 月 日
写 図 年 月 日

V=100:H=500(A3 V=200:H1000)

縦断面図
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標準断面図

米子市都市整備部道路整備課
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NO.4

ボラード
(φ114.3)

　　地先境界ブロック
(120×120×600,イナダ色)

表層 半たわみ性舗装 t=4cm

基層 アスファルト混合物 t=4cm

一般部 表層 平板ブロック t=6cm 敷砂 t=3cm
乗入部 表層 平板ブロック t=8cm 敷砂 t=2cm

一般部 路盤 再生クラッシャーラン(RC-30) t=10cm
乗入部 路盤 再生クラッシャーラン(RC-40) t=15cm

一般部 フィルター層 砂 t=5cm
乗入部 フィルター層 砂 t=10cm
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円型水路(D150)

表層 半たわみ性舗装 t=4cm

基層 アスファルト混合物 t=4cm

一般部 表層 平板ブロック t=6cm 敷砂 t=3cm
乗入部 表層 平板ブロック t=8cm 敷砂 t=2cm

一般部 路盤 再生クラッシャーラン(RC-30) t=10cm
乗入部 路盤 再生クラッシャーラン(RC-40) t=15cm

一般部 フィルター層 砂 t=5cm
乗入部 フィルター層 砂 t=10cm

2型歩車道境界ブロック
(180×100×600,イナダ色)

1型歩車道境界ブロック
(180×100×600,イナダ色)

下層路盤　クラッシャーラン(RC-30) t=10cm
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NO.2+14.0の現況地形は、ペーパーロケーションによる

▽4.64 ▽4.58

2.0%

▽3.35

500

LEVEL

1375 1375

▽4.59 ▽4.59▽4.56 ▽4.52

NO.0-6.70の現況地形は、ペーパーロケーションによる

712

6093 6155

12248

1425

1375 1375

500 2750 500

3750 3235

1425

1375 1375

2750500 500

3750 3050

2.0%

1.0%

▽4.23 ▽4.20 ▽4.22 ▽4.19
▽4.17

▽4.17

1425

1375 1375

2750500 500

3750 3000

2.0% 1.0%

▽3.84 ▽3.81 ▽3.83 ▽3.80
▽3.78

▽3.78

1425

1375 1375

2750500 500

3750 3000

2.0% 1.0%

▽3.43 ▽3.39▽3.42
▽3.37

▽3.40

▽3.37

▽3.27 ▽3.34▽3.28

1.0%0.5%

1425

1375 1375

2750500 500

3750 3000

▽3.28

▽3.29

▽4.32 ▽4.29
▽4.26

▽4.29

▽4.26

▽4.26

2.0%

1000

1375 1375

2750500 500

3750

4387 1350

5737

1.0%

▽3.40 ▽3.40

▽3.40

▽3.45 ▽3.41

▽3.41

▽3.31

LEVEL

3.1%1.0%

0.4% 1.2%

下水道 VUφ250

下水道 RCφ350

下水道 RCφ450

下水道 RCφ450

下水道 RCφ450

下水道 RCφ450

下水道 VUφ250

下水道 RCφ450

水道 NSDIPφ150

水道 NSDIPφ100

水道 NSDIPφ100

水道 NSDIPφ100

水道 NSDIPφ100

水道 HPPEφ50

水道 HPPEφ50

水道 NSDIPφ100

ガス PP75A

ガス PP75A

ガス PP75A

ガス PP75A

ガス PP75A

ガス PP75A

ガス PP75A

ガス PP75A

NTT

NTTとう道

NTTとう道

NTTとう道

NTTとう道

NTTとう道

NTTとう道

NTTとう道

NTTとう道

DL=0.00

FH=
GH=3.41

NO.2+14.0

FH=
GH=3.41

NO.0-6.70

As

D
=
7
.
5
0

AsAs

FH=
GH=3.34

NO.2+7.5

横断図(1) S=1:100

図 面 番 号

図 面 名 称

縮 　 　 尺
製 図 年 月 日
写 図 年 月 日

1:100(A3 1:200)
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=
3
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DL=-5.00D
=
6
.
5
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FH=
GH=1.86

NO.8+9.5

米子市都市整備部道路整備課

500 2750

3750

500 2750

3050

500 2750 500

3750

500 2750

4800

500 2750

3750

500 2750

3750

3050

2000

3050

3150

500 1050

725

725

725

725

725

725

▽3.24
▽3.27

▽2.90
▽2.88

▽3.36

▽2.99

▽2.48

▽2.29

▽2.00

▽2.51

▽2.32

▽2.03

▽2.60

▽2.41

▽2.12

▽1.88

▽1.79
▽1.81

▽1.90
▽1.98 ▽1.95

▽1.84▽1.87

▽2.36

▽3.31

▽3.29

▽2.94

▽2.92

▽2.55

▽2.52

▽2.33

▽2.05

▽2.07

▽1.91

▽1.93

▽1.82

▽1.84

▽3.02

▽2.61

▽2.41

▽2.15

36563750

▽1.75

▽1.73

500

500

2.0% 1.0%

0.5%2.0%

2.0% 0.5%

2.0% 1.0%

1.5%

1.5%

2.0%

500

▽3.36

LEVEL

500

1375 1375

1375 1375

1375 1375

1375 1375

1375 1375

1.0%

1.0%

1375 1375

725

1375 1375

500 2750 500

3750 3150

下水道 RCφ400

下水道 RCφ400

下水道 RCφ400

下水道 RCφ400

下水道 VUφ250

下水道 VUφ250

下水道 VUφ250

水道 HPPEφ50

水道 HPPEφ50

水道 HPPEφ50

水道 HPPEφ50

水道 HPPEφ50

水道 HPPEφ50

水道 HPPEφ50

ガス PP75A

ガス PP75A

ガス PP75A

ガス PP75A

ガス PP75A

ガス PP75A

ガス PP75A

ガス PP75A

NTTとう道

NTTとう道

NTTとう道

NTT

NTT

NTT

横断図(2) S=1:100

図 面 番 号

図 面 名 称

縮 　 　 尺
製 図 年 月 日
写 図 年 月 日

1:100(A3 1:200)

横断図(2)
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φ114.3

50 350 50

450

頭部(AC4A)

本体(STK400)

アンカーボルト(SS400)
M10×50

ナット(SS400)

基礎砕石(RC-40)

基礎砕石(RC-40)

120

1
0
0

3
0

1
2
0

50 120

170

5
0

1
0
0
2
0
1
0
0

50 190 50

290

180180

3
0

1
0
0
2
0
1
0
0

50 180 50

280

2型歩車道境界ブロック 4型歩車道境界ブロック

基礎砕石(RC-40) 基礎砕石(RC-40)
敷モルタル 敷モルタル

車道 歩道 車道 歩道

1
0
0

7
0
0

8
0
0

1
0
0

3
0
0

基礎コンクリート

5
0

1
0
0

3
0
6
0

平板ブロック舗装(t=6cm)

敷モルタル

2.0%

60

5
0

82 86 82

250

32

パッキン溝目地
(片側のみ)

6
0

50 150 50

5
5

2
5
2

3
0
7

1
0
0

5
0
3
0

50 250 50

50 350 50

450

基礎砕石(RC-40)

車道 歩道

歩車道境界ブロック

円型側溝(150×150)

2.0%

1
0
0
2
0
1
0
0

円型側溝(150×150)

5
0

180

1型歩車道境界ブロック

車道 歩道

153 50

203

敷モルタル

均しコンクリート
(18-8-20)

敷モルタル

基礎砕石(RC-40)

1型,2型歩車道境界ブロック

地先境界ブロック BB1

2.0%

円型側溝(150×150)

180車道 歩道

3型歩車道境界ブロック

1
0
0
2
0
8
0

敷モルタル

基礎砕石(RC-40)

3
0

2
0

8
0

1
0
0

※3型歩車道境界ブロックは、右図に示すのとおり
　4型歩車道境界ブロックを下から2cmカットして製作する。

180

4型歩車道境界ブロック

2cmカット

ボラード

ボラード(φ114.3,h=0.8m) 1本当り数量表

名　　称 規　　格 単位 数　　量

基礎砕石 2m 0.20
RC-40

t=10cm

φ114.3,h=0.8m
　頭部含む 本 1.0

1.0基礎コンクリート 350×350×300

ボラード

個

地先境界ブロック BB1

名　　称 規　　格 単位 数　　量

基礎砕石 2m 1.70
RC-40

t=10cm

m3 0.04敷モルタル 1：3

地先境界ブロック

10m当り数量表

擬石イナダ色
120×120×600

個 16.5

地先境界ブロック

300程度

300程度

150 600 150

900

150 600 150

900

1
5
0

2
0
0

既設1号マンホール

1
5
0

4
0
0

1
5
0

7
0
0

9
0
6
01

1
8
1
5
0
1
3
2
6
0
9
0

9
0
6
01

1
8
1
5
0
1
3
2
6
0
9
0

1
5
0

4
0
0

1
5
0

7
0
0

150

644 56

850150

150 644 56
50

900150

5
0

7
0
0

5
0

8
0
0

1
5
0

6
4
4

5
6

5
0

9
0
0

8
5
0

φ
20
0

下水道管 RCφ450

50 900 50

1000

1
5
0

既設1号マンホール

1
0
0
以

上

200

コンクリート削孔φ200

コンクリート削孔φ200

円型側溝
(150×150)

150

1
0
0
φ

2
0
0
1
0
0

円型側溝
(150×150)

グレーチング蓋
T-25(細目)

グレーチング蓋
T-25(細目)

700

7
0
0

※既設1号マンホール形状は推定である。施工時に形状確認し、

　監督員と協議の上、1号街渠桝を配置すること。

　コンクリート削孔はマンホール斜壁から離隔10cm以上を確保すること。

※下水道管標高は推定である。施工時に1号街渠桝が影響しないことを確認すること。

※既設1号マンホール形状は推定である。施工時に形状確認し、

　下水道管に影響する場合は、監督員と協議の上、対応が必要である。

1号暗渠排水管
(VUφ200)L=0.45m

1号暗渠排水管
(VUφ200)L=0.45m

※排水管の位置を確認の上、設置位置を調整すること。

2型歩車道境界ブロック 4型歩車道境界ブロック

2型歩車道境界ブロック

名　　称 規　　格 単位 数　　量

基礎砕石 2m 2.90
RC-40

t=10cm

m3 0.04敷モルタル 1：3

 2型歩車道
境界ブロック

10m当り数量表

個 16.5

4型歩車道境界ブロック

名　　称 規　　格 単位 数　　量

基礎砕石 2m 2.80
RC-40

t=10cm

m3 0.04敷モルタル 1：3

10m当り数量表

個 16.5
 4型歩車道

境界ブロック

BB1
S=1:10(A3 1:20) S=1:10(A3 1:20)

S=1:10(A3 1:20)

構造図(1)

1号街渠桝(B400×L600×H700) 1箇所当り数量表

名　　称 規　　格 単位 数　　量

基礎砕石 2m 0.80
RC-40

t=15cm

グレーチング蓋 枚 1.0

m2 4.62

 落し込み
T-25(細目)

型枠

コンクリート m3 0.35σck=18N/mm2

1号暗渠排水管 m 0.45VU200

コンクリート削孔 箇所 1.0φ200

1号街渠桝 S=1:20(A3 1:40)円型側溝(150×150) S=1:10(A3 1:20)

S=1:10(A3 1:20)1型歩車道境界ブロック

1型歩車道境界ブロック

名　　称 規　　格 単位 数　　量

基礎砕石 2m 2.03
RC-40

t=10cm

m3 0.03敷モルタル 1：3

 1型歩車道
境界ブロック

10m当り数量表

擬石イナダ色
180×100×600

個 16.5

円型側溝(150×150)

名　　称 規　　格 単位 数　　量

均しコンクリート 3m 0.18
18-8-20

t=5cm

m3 0.08敷モルタル 1：3

10m当り数量表

150×150
 L=2000

個 5.0円型側溝

基礎砕石 2m 4.50
RC-40

t=10cm

米子市都市整備部道路整備課

擬石イナダ色
180×100×600

擬石イナダ色
180×100×600

S=1:10(A3 1:20)S=1:10(A3 1:20)3型歩車道境界ブロック

3型歩車道境界ブロック

名　　称 規　　格 単位 数　　量

基礎砕石 2m 2.03
RC-40

t=10cm

m3 0.03敷モルタル 1：3

 3型歩車道
境界ブロック

10m当り数量表

個 16.5
擬石イナダ色
180×80×600

図 面 番 号

図 面 名 称

縮 　 　 尺
製 図 年 月 日
写 図 年 月 日

図示

構造図(1)

市道富士見町南東倉吉町線
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構造図(2)

3型雨水マンホール化粧蓋

米子市都市整備部道路整備課

3型雨水マンホール化粧蓋 1箇所当り数量表

名　　称 規　　格 単位 数　　量

個 1.0マンホール化粧蓋

▽計画歩道高

φ500

φ390

(
2
5
0
～

3
1
0
)

 
平

均
2
9
0

150 450 150

750

1
5
0

4
5
0

1
5
0

7
5
0

150 450 150

750

1
0
0
1
8
0
1
1
0

平
均

3
9
0

平
均

既設雨水マンホール

高さ調整コンクリート

基礎コンクリート

全ネジボルトM10×平均260(220～280)
六角ナット平座金
(SS400,溶融亜鉛メッキ)

85 580 85

マンホール化粧蓋
(T-2,平板ブロック用)
(T-25,平板ブロック用)

マンホール化粧蓋
(T-2,平板ブロック用)
(T-25,平板ブロック用)

※高さ調整コンクリートの高さh=180mmは、全6箇所の平均値を推定している。
　高さ調整コンクリートの高さは、施工時に現地に合わせて調整すること、

※既設雨水マンホール形状は推定である。
　基礎コンクリート形状は、施工時に現地に合わせて調整すること。

※線状、点状ブロックの形状は、JIS規格に準拠した製品とする。
※( )内数値は、t=80の寸法を示す。
※線状、点状ブロックは、透水性製品とする。

※既設雨水マンホール形状は推定である。施工時に形状確認し、

　コンクリート削孔はマンホール斜壁から離隔10cm以上を確保すること。

　コンクリート削孔はBOX天端から離隔10cm以上を確保すること。

※計画する暗渠排水管は、既設雨水マンホールから既設暗渠BOXへ流下

※既設暗渠BOX形状は推定である。施工時に形状確認し、

　するよう施工すること。流下方向が計画通り施工できない場合は、

　監督員と協議の上、対応が必要である。

φ500

φ390

既設汚水マンホール

花壇

150 450 75

675

1
5
0

4
5
0

1
5
0

7
5
0

▽計画歩道高

全ネジボルトM10×90
六角ナット平座金
(SS400,溶融亜鉛メッキ)

マンホール化粧蓋
(T-2,平板ブロック用)

花壇

基礎コンクリート

1
0
0 1
0

135

1
2
0

高さ調整モルタル

φ390

既設汚水マンホール

花壇

既設汚水・雨水マンホール

150 450 75

675

▽計画歩道高

全ネジボルトM10×90
六角ナット平座金
(SS400,溶融亜鉛メッキ)

マンホール化粧蓋
(T-2,平板ブロック用)

花壇

基礎コンクリート

1
0
0 1
0

135

1
2
0

高さ調整モルタル

150 450 75

675

1
5
0

4
5
0

3
3
0

4
5
0

1
5
0

1
5
3
0

間詰モルタル

コンクリート削孔
φ20mm,L=50mm

間詰モルタル

コンクリート削孔
φ20mm,L=50mm

1
0
0 1
01
1
0

1
2
0

150 450 75

675

28

28

6
0
0

既設マンホール 既設マンホール

間
詰

モ
ル

タ
ル

6
0
0

間
詰

モ
ル

タ
ル

6
0
0

間
詰

モ
ル

タ
ル

平
均

7
8
0

1
0
0 1
01
1
0

平
均

1
2
0

28

28

※高さ調整モルタルの高さh=10mmは、概ねの計測値である。。
　高さ調整モルタルの高さは、施工時に現地に合わせて調整すること、

※既設雨水マンホール形状は推定である。
　基礎コンクリート形状は、施工時に現地に合わせて調整すること。

※既設雨水マンホールと花壇の位置は概ねの計測値である。
　コンクリート削孔位置は施工時に現地に合わせて調整すること。
　削孔位置が計画付近に施工できない場合は、監督員と協議の上、
　既設雨水マンホールとのズレ止め機能が可能な位置に変更するなどの対応が必要である。 ※高さ調整モルタルの高さh=10mmは、全3箇所の平均値を推定している。

　高さ調整モルタルの高さは、施工時に現地に合わせて調整すること、

※既設雨水マンホール形状や花壇位置は推定である。
　基礎コンクリート形状は、施工時に現地に合わせて調整すること。

※既設雨水マンホール間隔や花壇位置は全3箇所の平均値を推定している。
　基礎コンクリート形状は、施工時に現地に合わせて調整すること。

※既設雨水マンホールと花壇の位置は概ねの計測値である。
　コンクリート削孔位置は施工時に現地に合わせて調整すること。
　削孔位置が計画付近に施工できない場合は、監督員と協議の上、
　既設雨水マンホールとのズレ止め機能が可能な位置に変更するなどの対応が必要である。

※マンホール化粧蓋は、左図に示すマンホール化粧蓋詳細図とする。

※マンホール化粧蓋は、左図に示すマンホール化粧蓋詳細図とする。

※マンホール化粧蓋は、全6箇所のうち5箇所はT-2用、1箇所はT-25用とする。

※既設雨水マンホールと花壇の位置は概ねの計測値である。
　花壇は取壊さない計画としているが、施工時に推定形状との違いから
　施工が困難と判断される場合は、監督員と協議の上、
　花壇の撤去・復旧などの対応が必要である。

※既設雨水マンホールと花壇の位置は概ねの計測値である。
　花壇は取壊さない計画としているが、施工時に推定形状との違いから
　施工が困難と判断される場合は、監督員と協議の上、
　花壇の撤去・復旧などの対応が必要である。

φ580

φ500

φ580

※米子市のマークを記載すること。

※米子市のマークを記載すること。 ※米子市のマークを記載すること。

※色味は、イエローとすること。

全ネジボルト

六角ナット平座金

m3

本
M10×平均260
(220～280)

SS400
溶融亜鉛メッキ

個

基礎コンクリート

型枠

　高さ調整
コンクリート σck=18N/mm2

σck=18N/mm2 m3

m2

0.06

0.03

1.16

4.0

4.0

544

450

600

5
4
4

4
5
0

6
0
0

450

600

1
1
0

490

526

544

水抜き孔 4ヶ所-10×12
カバー(側面下側)

水抜き孔 4ヶ所-15×12
受枠(側面下側)

4-R7.5

1
5
7

204

取手キャップ
(クロロプレン)

ゴムパッキン
(クロロプレン)

カバー
(FC200)

受枠(FC200)

スライドローラー
(SUS304)

298(297)

2
9
8
(
2
9
7
)

298(297)

2
9
8
(
2
9
7
)

6
0
(
8
0
)

6
0
(
8
0
)

298(297) 298(297)

1
0

6
0 平板ブロック

敷砂または
モルタル

水抜き孔 4ヶ所-10×12
カバー(側面下側)

平板ブロック

水抜き孔 4ヶ所-15×12
受枠(側面下側)

18
2
7

3
0

6
0

平面図 S=1:20(A3 1:40)

断面図 S=1:20(A3 1:40)

マンホール化粧蓋
　 詳細平面図

マンホール化粧蓋
　 詳細断面図

S=1:10
(A3 1:20)

S=1:10
(A3 1:20)

施行部分図 S=1:5
(A3 1:10)

スライドハンドル S=1:10
(A3 1:20)

　T-2,T-25
平板ブロック用

平面図

誘導ブロック

線状ブロック
平面図

点状ブロック

断面図
線状ブロック

断面図
点状ブロック

誘導ブロック 1m2当り数量表

名　　称 規　　格 単位 数　　量

298×298×60
297×297×80 個 11.11

点状ブロック

線状ブロック

個
298×298×60
297×297×80 11.11

S=1:10(A3 1:20)

2型雨水マンホール化粧蓋1型雨水マンホール化粧蓋

ﾀｲﾙ

タ
イ
ル

As

水道 HPPEφ50

500

4800 2000

2.0%

ガス PP75A

725

1375 1375

2750

既設暗渠BOX

3型雨水マンホール化粧蓋

既設雨水マンホール

2号暗渠排水管VUφ200 L=3.9m

1
0
c
m
以

上

1
0
c
m
以

上

コンクリート削孔φ200コンクリート削孔φ200

2号暗渠排水管(VUφ200) S=1:50(A3 1:100)

2号暗渠排水管(VUφ200) 1箇所当り数量表

名　　称 規　　格 単位 数　　量

2号暗渠排水管 m 3.9VUφ200

コンクリート削孔 箇所 2.0φ200

平面図 S=1:20(A3 1:40)

断面図 S=1:20(A3 1:40)

平面図 S=1:20(A3 1:40)

断面図 S=1:20(A3 1:40)

1型雨水マンホール化粧蓋 1箇所当り数量表

名　　称 規　　格 単位 数　　量

個 1.0マンホール化粧蓋

全ネジボルト

六角ナット平座金

m3

本
M10×平均260
(220～280)

SS400
溶融亜鉛メッキ

個

基礎コンクリート

型枠

高さ調整・間詰
　 モルタル

σck=18N/mm2 m3

m2

0.01

0.03

0.24

4.0

4.0

　   T-2
平板ブロック用

コンクリート削孔 箇所 1.0φ20mm,L=50mm

2型雨水マンホール化粧蓋 1箇所当り数量表

名　　称 規　　格 単位 数　　量

個 2.0マンホール化粧蓋

全ネジボルト

六角ナット平座金

m3

本
M10×平均260
(220～280)

SS400
溶融亜鉛メッキ

個

基礎コンクリート

型枠

σck=18N/mm2 m3

m2

0.01

0.06

0.34

8.0

8.0

　   T-2
平板ブロック用

コンクリート削孔 箇所 2.0φ20mm,L=50mm

高さ調整・間詰
　 モルタル

図 面 番 号

図 面 名 称

縮 　 　 尺
製 図 年 月 日
写 図 年 月 日

図示

構造図(2)

市道富士見町南東倉吉町線

R 5

道路整備工事
（ウォーカブル推進事業）

第　　7　枚内　　7　号


